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カンガルーシップ活動 

共生プロジェクト 実施報告書 

 
報告日 平成27年3月12日 

 

主管学校名 京都教育大学附属幼稚園 

ＰＴＡ会長名 大田 勝 

                

実施概要 

主管校 京都教育大学附属幼稚園 

交流校 京都教育大学附属特別支援学校 

実施活動名 手作りお菓子を皆でいただく 

実施日時 平成27年3月6日 

実施場所 京都教育大学附属幼稚園遊戯室 

実施目的 特別支援学校の生徒たちがつくってくれたクッキーをいただき、交流を図る。 

実施内容 特別支援学校生徒の手作りクッキーを、皆でいただく。 

実施方法 幼稚園のお別れ会にて、特別支援学校生徒の手作りクッキーを届けてもらい皆でいただく。 

参加人数 附属幼稚園 園児（年中・年長）120名、特別支援学校 高等部生徒10名 

           

お 

内容 

幼稚園の遠足で特別支援学校を訪れた際に活動を実施する予定でしたが、特別支援学校の行事によりク

ッキー・カップケーキをつくってもらうことができなくなりました。しかし、遠足当日は現地では挨拶

を交わしたり、敷地内に設置されている手作り遊具で遊ばせてもらったりして過ごすことが出来まし

た。 

後日、幼稚園のお別れ会で皆でいただくクッキーを作って届けてもらえることとなりました。 

結果 

三種類のクッキーを一袋づつラッピングして幼稚園に届けていただき、お別れ会で、手作りのランチョ

ンマットに並べて皆で楽しく食べることが出来ました。 

所感 

今回は急な取り組み内容の変更はあったものの、手作りのお菓子は心がこもっていて園児皆が喜んでい

ました。また機会があれば、是非遠足の際の交流を実現させたいと思います。 
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カンガルーシップ活動 

共生プロジェクト参加感想 

  提出日 平成27年3月12日 

  学校名 京都教育大学附属幼稚園 

  学年 
 

氏名  

 
    

 
    

活

動

に

参

加

し

て

の

感

想 

・本当に美味しくて、もっとおかわりが欲しいくらいだったと子どもがはなしていました。 

・お別れ会での最後のお楽しみがあり喜んでいました。 

・先生から「特別支援学校の皆さんの手作りなので、そちらの方を向いてお礼を言いましょう」とお話しをきき、子どもたちも感謝

していました。 
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カンガルーシップ活動 

共生プロジェクト参加感想 

  提出日 平成27年3月12日 

  学校名 京都教育大学附属幼稚園 

  氏名 氏名 
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に
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て

の

感

想 

・お別れ会にクッキーをいただき、会としての特別感が演出され良かったと思います。 

・手作りのランチョンマットに並べられたクッキーを見て、子どもたちは目が輝いていました。 

・三つそれぞれの味を楽しんでいました。 

・食後でも、皆、美味しそうに喜んで食べていました。 

 


